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	第1章
	AIライティングの重要性
	第1章　AIライティングの重要性


	1．AIライティングの重要性
	　最初に、なぜAIライティングに取り組む必要があるのか整理します。
	　現場が抱えている構造的な課題、そして一次情報を活かした最新のコンテンツ制作ノウハウ、競合に打ち勝つポイントまで全体像を掴んでいただきます。
	従来のコンテンツ制作の課題
	AI活用はすでに主流になっている
	AIライティングのもたらすゲームチェンジ
	実践フローから知りたいという方は、第2章から読んでいただいて構いません。

	従来のコンテンツ制作の課題
	　SEOコンテンツ制作の現場は、いま3つの課題に直面しています。

	課題
	なぜ発生しているか
	運用目的
	戦略の具体例
	質の高いライターの採用は年々難しくなっており、育成には半年〜1年を要します。育てたライターが離職するリスクも常につきまといます。

	人手不足
	質の高いライターの採用は年々難しくなっており、育成には半年〜1年を要します。ライターが離職するリスクも常につきまといます。

	コストの肥大化
	従来は、構成から完成まで1記事あたり1〜2週間かかるのが一般的。SEOでは公開スピードがそのまま流入に直結するため、機会損失を生みます。

	スピードの限界
	　従来のライティング手法では、構造的に勝つのが難しくなっています。
	第1章　AIライティングの重要性



	AI活用はすでに主流になっている
	　すでに大企業から中小企業まで、さまざまなメディア運営において、AI活用が当たり前になってきています。
	　AIライティングに率先して取り組んでいる企業では、制作コスト・スピードともに従来の3分の1から5分の1程度に圧縮しています。弊社でも、これまでコンテンツ制作に毎月20万円の予算をかけていたのがゼロになり、社内担当者1人のみで完結できるようになりました。
	　つまり、競合サイトはスピードの向上によって検索シェアをいち早く確保し、さらに浮いたコストを「一次情報」の確保へと投下している状態です。


	AIライティングによる正のループ
	検索シェアをいち早く確保
	浮いたぶんのコストを一次情報の醸成に投下
	早くから取り組むことで低コスト・高品質な制作体制が整う
	メディア運用が有利になる
	利益率向上
	成果期間の短縮
	施策の拡大

	より柔軟な運用が可能に
	今後のコンテンツ戦略への影響
	AI活用の流れに乗り遅れてしまうと、もはや従来型のSEOライティングでは太刀打ちできません。 「うちは人間が丁寧に書いているから大丈夫」「AIライティングは信用できないから導入しない」という時代は終わりつつあるのです。
	第1章　AIライティングの重要性


	AIライティングのもたらすゲームチェンジ
	　AIライティングを正しく導入できれば、次の3つの変化が同時に起こります。

	AI活用による変化
	制作スピードが 3〜5倍に
	構成案の作成は30分から5分へ、下書きは3時間から30分へ。 短縮された時間を品質チェックに充てられるようになります。

	コストが 50〜70％削減
	AIが下書きを担当し、人間は一次情報の追加と品質チェックに集中する分業により、外注費を抑えながら、独自性と品質を維持できます。

	品質が安定する
	プロンプトを標準化することで、属人化を排除できます。担当者の退職や異動があっても、同じ品質の記事を継続的に生み出せる体制が整います。

	　端的に言えば、AIライティングの活用によって、低コスト・高品質なクオリティの記事をよりスピーディーに、かつ安定的に作成できるようになります。
	EXTAGE株式会社の所感
	弊社ではAIディレクターの起用により、1人のディレクターが2〜3案件を並行して担当し、毎月20記事をクライアントに満足いただける品質水準で納品できています。 従来の制作体制では実現できなかった「スピード×品質×コスト」の両立を、AI活用の運用設計によって実現した最先端の事例です。
	第1章　AIライティングの重要性


	鍵は一次情報を活かすこと
	　ここまでAIライティングの重要性をお伝えしましたが、ただAIでコンテンツを書いただけではほぼ上位表示できません。
	　Googleでは「E-E-A-T」と呼ばれる基準で品質を評価しています。



	E-E-A-Tの概要
	経験
	専門性
	権威性
	信頼性
	　AIで生成されたコンテンツには特に「経験」が致命的に欠落しています。 　
	　AIで記事を作成すること自体は問題ではないですが、一次情報を伴わないコンテンツは「ユーザーにとって有益でない」と判断されてしまい、評価を下げられてしまう可能性が極めて高いです。
	一次情報不足への対応策
	Claude Codeの活用
	Claude Codeであれば、自社のナレッジをファイルとして読み込ませ、それらを参照しながら記事を生成できます。本資料では、このナレッジ蓄積型AIライティングの具体的なフローとプロンプトを公開します。



	第2章
	AIライティングのフロー プロンプト
	第2章　AIライティングのフロー＆プロンプト


	1．AIライティングのフロー＆プロンプト
	　実際にClaude Codeを活用して、コンテンツを1本制作する流れを5ステップに分解して、さらに各ステップで活用できるプロンプトを紹介します。 　
	　[ ]内を自社情報に置き換えるだけで、そのまま実務に使える形にしていますので、この章を読みながら実際に手を動かしてみてください。
	一次情報の収集と整理
	検索意図の深堀りとペルソナ設定
	AIで記事構成案を作成
	AIで執筆して一次情報を埋め込む
	校正・ファクトチェック
	第2章　AIライティングのフロー＆プロンプト


	STEP1：一次情報の収集と整理
	　コンテンツ制作の前に、一次情報をまとめておくことが重要です。
	　一次情報とは、他の記事や公開データの焼き直しではなく、自社でしか持ち得ない情報のことを指します。具体的には次のようなものです。
	自社情報の種類
	売上・顧客数・アンケート結果
	自社データ
	顧客事例
	導入前後の変化・具体的な数値・顧客の声
	専門家の知見
	社内の専門スタッフ ディレクターの現場知
	独自調査
	自社で実施したアンケート インタビュー

	　一次情報を1枚のファイルとしてAIに渡せる状態にしておくと、記事制作の品質は劇的に変わります。なぜなら、一度カード化した一次情報は複数記事で繰り返し使えるからです。
	　まずはClaude Code内に「ナレッジ」という一次情報を溜めるためのファイルを作成して、データを格納していきましょう。
	　　ナレッジ/ 　　├── 01_自社データ/ 　　├── 02_顧客事例/ 　　├── 03_引用/ 　　├── 04_調査データ/ 　　├── 05_作成済記事/

	第2章　AIライティングのフロー＆プロンプト


	mdファイルの管理方法
	　Claude Codeを起動するプロジェクト直下にナレッジ/フォルダを作り、フォルダを右クリックして「新しいファイルを作成」を選択します。
	ファイル名を入力して、データを挿入します。 エクセルなどにデータがある場合、CSVファイルを直接Claude Codeにドラッグ＆ドロップしても問題ありません。
	ただし、Claude Codeは生成AIです。社内の機密情報をはじめ、公開してはいけない情報は絶対に共有しないように情報管理を徹底してください。
	第2章　AIライティングのフロー＆プロンプト


	STEP2：検索意図の深掘りとペルソナ設定
	　最初に読者が本当に求めている情報は何か、どのような読者（ペルソナ）が考えられるのかを考察します。ペルソナ、特にインサイトを作らないまま記事作成を開始してしまうと、普遍的で独自性のない記事になりがちです。
	　まずはプロンプトに対策キーワードなどを入れて、Claude Codeに指示するとペルソナが出力されます。
	ペルソナ作成のためのプロンプト
	【対策キーワード】[対策キーワード] 【自社サービス】[自社サービスの概要/強み] 【想定CV】[例：問い合わせ / ツール資料請求 / WP「○○」DL]
	このキーワードで検索する読者のペルソナを、以下のフォーマットで1名出力してください。
	■人物設定 - 年齢 / 性別 / 年収 / 職種
	■検索クエリの型（以下から1つ選択） 課題解決型 / 基礎知識・網羅型 / 手順・HowTo型 / 比較・検討型 / 事例・アイデア型
	■現状の悩み（3つ以上）
	■顕在ニーズ（「〜したい」「〜を知りたい」の形で3つ以上）
	■潜在ニーズ（中長期的な希望を「〜になりたい」の形で3つ以上）

	■インサイト（深層心理） 「知識習得→何ができるようになりたいか→誰にどう認められたいか」の構造で記述。 手法の習得や自信で止めず、「成果（CV・売上・数値改善）を出して、 上司・社内・クライアントから評価される」所まで掘り下げる。
	■記事のゴール - 読者がどのような状態になるか - 自社のビジネスゴール（具体的なCV先＝指定のWP名・サービス名まで明記） - CTAが読者の検索段階・温度感に合っているか（情報収集段階にいきなり   問い合わせを出さない等）
	第2章　AIライティングのフロー＆プロンプト


	　AIが出力した検索意図にズレがないか、実際の検索結果や、上位表示されているサイトの内容をチェックしながら確認しましょう。
	　うまくチェックできない方向けに、ペルソナでチェックしておきたい項目をチェックリスト形式でまとめました。
	ペルソナのチェック項目
	ペルソナの職種は、そのKWを実際に検索する人として現実的か
	ペルソナが自社サービスの見込み顧客になり得るか
	検索意図が合っているか
	重要なニーズが抜けていないか
	あまり重要でないニーズが入っていないか
	インサイトは読者の気持ちに寄り添っているか
	　検索意図は、次の4種類で考えると、ゴールが明確になります。

	　もし出力された検索意図やペルソナがズレている場合はフィードバックを出して、ズレを修正してもらいます。弊社がペルソナに対してよくフィードバックする内容を、参考例としてまとめました。

	ペルソナのチェック項目
	実際に検索する人は「〇〇な人」より「××な人」だと思います
	〇〇というニーズはあまりないです
	競合サイトにある〇〇というニーズが抜けていますが大丈夫ですか？
	このペルソナは自社サービスの導入にどう結びつきますか？
	もっと自社商品の購入に近いユーザーはいませんか？
	第2章　AIライティングのフロー＆プロンプト


	STEP3：AIで記事構成案を作成
	　ペルソナが完成したら、続けて次ページの「構成案作成プロンプト」を使って構成案の作成を指示します。
	　Claude Codeで制作を進めるなら、ペルソナの情報はセッションに残っており、一次情報もナレッジファイルとして常時参照できる状態になっているため、プロンプトに毎回貼り付ける必要はありません。
	　プロンプトでは「何を条件に構成を組むか」だけを簡潔に指示すればOKです。
	構成作成のためのプロンプト
	上位10サイトの見出しを抽出したうえで、セッション内のペルソナと ナレッジ/配下の一次情報を参照して、SEO記事の構成案を作成してください。

	第2章　AIライティングのフロー＆プロンプト

	　Claude Codeが生成した構成案は、見出しの粒度が合っていない、見出しのタイトルが読みづらい、内容がまとまっていないといった問題を多く抱えています。
	　以下のチェックリストに沿って、内容をフィードバックしましょう。
	カテゴリ
	チェック項目
	タイトル
	対策KWが左寄せで入っているか
	数字やベネフィットが入っているか
	見出し
	見出しだけで記事の主張がわかるか
	核心部分が記事の前半（1/3以内）にあるか
	「〇〇の特徴としくみ」など1見出しに複数要素が混じっていないか
	h3の粒度が同一h2内で揃っているか
	ペルソナ
	ペルソナが抱える悩みに、見出しが直接答えているか
	潜在ニーズ（言語化されていない不安）に触れているか
	独自性
	「自社でしか書けない」見出しが2〜3個以上あるか
	記事の内容が自社の意見・見解と違っていないか
	成功事例や失敗事例といった経験にまつわるコンテンツがあるか
	読者のニーズに沿った一次情報が入っているか


	　現場では、3〜4回ほど壁打ちして完成とするケースが多いです。
	第2章　AIライティングのフロー＆プロンプト

	STEP4：AIで執筆して一次情報を埋め込む
	　本文執筆のコツは、記事全体を一度に書かせないことです。セクション単位で分割して指示を出すほど、1回あたりの処理範囲が小さくなり、品質は目に見えて上がります。
	　まずは、記事冒頭のリード文を作成してみましょう。
	リード文作成のためのプロンプト
	先ほど作成した構成案とペルソナ設定をもとに、記事冒頭のリード文を 作成してください。
	【文体・トーン】 - です・ます調（記事本文と統一） - アナウンサー調で、親しみやすいが落ち着いたトーン - 文字数：300〜400字
	【構造（この順序で書く）】 1. ペルソナの悩みを「」付きのセリフで2つ列挙    └ 読者が自分のことだと感じる具体的な悩みにする 2. 「対策KWについて、こんな悩みを抱えていないでしょうか。」で受ける 3. 一般論を否定する1〜2文    └ 「〇〇すれば良いという一般的な方法では成果は出ません」等 4. この記事の結論を1文で提示    └ 「大事なのは〇〇することです」 5. 「本記事では、[自社の立場・実績]が、以下の内容を解説します。」 6. 本記事でわかることを3〜4項目、各15文字以内の箇条書き 7. 著者からのひとことコメント（1文、読者への呼びかけ） 8. CTA誘導文（1文、記事テーマに合うWPや資料へ）
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